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形容詞の語尾の脱落過程  

藤 原 保 明  

はじめに  

現代英語の文の場合，数（number）の区別に関する情報は，（1a，b）の例  

から明らかなとおり，日本語の文の場合よりも余剰性（redundanCy）が高い。  

すなわち，日本語の数の区別は指示代名詞だけに依存しているが，英語では動  

詞，冠詞，名詞からも明らかになる。しかしながら，（1c，d）の例から明らか  

なとおり，日本語でも英語で も，形容詞が数の情報を担うことはない。  

（1）a．ThisisanaPPle．「これはリンゴです。」  

b．Theseareapples．「これらはリンゴです。」  

c．Thisisaredapple．「これは赤いリンゴです。」  

d．Theseareredapples．「これらは赤いリンゴです。」   

ところが，古英語の場合，名詞や指示詞と同様，形容詞も性・数・格を表す  

語尾を伴っていた。たとえば，形容詞が他の決定詞（determiner）を伴う（2  

a）のような場合は，形容詞は下線を施した弱変化語尾を伴い，他の修飾語に  

よって限定されない（2b，C，d）のような場合は，強変化語尾を伴っていた。  

ちなみに，（2c）のような無語尾にも性・数・格を表示する機能があった。  

（2）a．P由is畠nr豆d旦a3PPel．‘Thisisaredapple．，  

b．P豆SSindonr盃d旦aePPlas．‘Theseareredapples．，  

c．Pes鱒PPelisr盃d．‘Thisappleisred．，  

d．P豆SaePPlassindonr盃d里．‘Theseapplesarered：   

それゆえ，英語を適時的に見た場合，指示代名詞，be－動詞，名詞には数の  

区別が維持されているのに対して，この区別が形容詞から消失したのはなぜか  

という疑問が生じてくる。Traugot（1972：111）は，形容詞の語尾はすでに後  

期古英語において名詞＋be＋形容詞という構造においては崩れるか完全に脱  

落したが，名詞の前ではそうはならなかったと述べている。形容詞の語尾は，  

数の情報が余剰的であったり，他の文法上の要素によってまかなわれる場合に   



藤 原 保 明  76  

は，機能しなくてもすむことから，弱化（reduction）と脱落（loss）という過程  

を受けても当然と思われる。形容詞の語尾は一般に15世紀末までに脱落するが，  

その具体的な過程は明確に記述する必要がある。本稿の目的はここにある。  

L 中英語における形容詞の語尾の脱落過程   

中英語は」・般に1100～1500年の400年間とされている。最初の200年間を前期，  

残りの200年間を後期とすると，屈折語尾の脱落過程を探るという目的には後  

期の文献がふさわしい。今回は1400年頃の『マンデヴイル旅行記』（肋托deuよ肌  

升αUeね，以下，MTと略す）を取り上げ，比較的使用額度の高い形容詞の中  

から無作為に選んだfair‘fhir，，gOd‘good，，gret‘great，と不定代名詞のmany  

を分析対象とした。なお，テキストはSeymour（1967）とした。代名詞のmany  

を取り上げた理由は，この語は代名詞という範時に含まれるが，形容詞用法も  

あることから，範噂と用法の区別と語尾の脱落との関係を明らかにできるから  

である。なお，MTでは古英語の形容詞の屈折語尾（－a，－an，－e，－eSなど）  

は，すでに弱化と脱落を経て－eだけが残されている。この語尾は，たとえば  

14世紀後半のチョーサーの作品では複数形や決定詞を伴う場合に維持されてい  

る（Bradley1904：41，Kerkhof1966‥126－7）。ちなみに，MTの言語研究とし  

てはⅤ料nderMeer（1929）などが知られているが，本研究で明らかにしたい  

情報はほとんど得られない。  

l．l．Fairの語尾－e  

l」．1．限定用法の単数形のfairと語尾－e   

形容詞を限定用法（attributive）と叙述用法（predicative）に区別し，形  

容詞によって修飾される名詞を主要語（bead）と呼ぶことにする。最初に，  

主要譜が単数の場合，修飾語の払irが語尾－eを伴うか否かを探ることにする。  

中英譜と現代英語の払irは古英語の蝕gerに由来することから，主要語が単  

数であれば，鈷irは当然のことながら複数語尾－eを伴わないはずである。し  

かし，MTの場合，（3a，b，C）のような無語尾の払ir（56例＝62・99％）に対し  

て，（3d）のように語尾－eを伴い払ireとなる例は多く，33例，すなわち，全  

体の37．01％に達する。単数形の形容詞に非語源的（inorganic）な語尾－eが  

このように多く付加されるのはなぜであろうか。可能性としては，語尾－eが  

すでに「複数」を明示する機能を失っていたため，単数形に付加されても混乱   
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が生じなかったと考えることもできる。一方，Mustanqja（1960：276）は，子  

音で終る1音節語の形容詞の一部には語尾－eが維持される可能性があること  

を指摘している。しかし，この時点で結論を出すのは早計であると思われる。  

非語源的な語尾－eと並んで興味深いのは，（3c）のような無語尾の払irが15例  

（26．79％）も主要語の後位置に生じるのに対して，語尾－eを伴う払ireが主  

要譜の復位置に全く生じないことである。これについては，ここで若干検討し  

ておきたい。限定用法の形容詞にとって，主要語に先行する位置は古英語から  

今日に至るまで無標（unmarked）であり，これとは逆に，主要語の後位置は  

有様（marked）であると考えられる。一方，形容詞蝕irの単数形の場合，複  

数形の語尾－eが付加されない形式，すなわち払irは無標であり，－eが付加さ  

れた形式，すなわちhireは有標であるとみなせる。したがって，払ireのよ  

うな「有標の形式は主要語の後という有標の位置を占めることはできない」と  

いう仮説を設定し，この促説を払irに適用することとする。  

（3）a・Constantynobleisafu11efbir鹿  

‘Constantinopleisavery払ircity’  （ⅠⅠⅠ．10／16）  

b・AtBabyloynethereisafai7・e抽eofourelady   
AtBabyloniathereisafhirchurchofourlady’   （ⅤⅠ．24／1）  

C・butitisagode垂g担tobeholdeandafbiT・  

‘butitisagoodandfairsigh七tobehold，  （ⅩⅩⅠⅠⅠ．57／14）  

d・agretlakeinafu11efbiT・e鹿  

‘agreatlakeinaveryfhirplain’  （ⅩⅩⅠ．145／2）  

1．1．2．叙述用法の単数形のfairと語尾－e   

Fairが単数の述語動詞の補語である場合，この払irは当然単数形となり，  

語尾－eは付加されないと思われる。MTでは（4）のような例は6匝I生じるが，  

すべて無語尾である。この事実は予測どおりであるが，絶対数が少ないことか  

ら，この事実だけで結論を導き出すのは賢明ではない。  

（4）a．thecastelleofArkestha七重bothefbirandstrong，  

‘thecastleofArksthatisbothfhirandstrong’  （ⅩⅣ90／11）  

b．Andi七重righ七fbirandfu11eoffblk，   

Anditisveryfairandfu1lofpeople’  

C・that主草rightfbirandwelpollissht．   

‘thatisveryfhirandpolishedwell．’  

（V22／33）  

（H．64／30）   
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1．1．3．限定用法の複数形のfairと語尾－e   

限定用法の払irが複数形とみなせる（5a）のような例は36回生じるが，す  

べて語尾－eを伴っている。それゆえ，複数形の主要語を修飾する払ireの語  

尾－eは「複数」を表す機能を完全に維持しているといえる。注目すべきこと  

に，単数形で語尾－eを伴う33例の有標の払ireは主要語の後位置に生じるこ  

とは全くなかったのに対して，複数形の無標のfhir・eのうち6例は（5b，C，d）  

のように，主要譜の後位置に生じている。すなわち，これらの払ireは単数形  

に語尾－eが付加された有様の払ireとは異なり，鈷irの無標の複数形であるこ  

とから，有標の位置を占めることができるといえる。それゆえ，1．1．1の仮説  

はこれによって正しさが立証されたことになる。  

（5）a．Andtherebenfbire！ヱ型狸aboutethecytee  

Andtherearefhirvinesaboutthecity’  （ⅠⅩ．52／4）  

b．Babyloyne．．．bengretehuge璧堕堅manyeandfbyre，  

‘Babylon．”aregreat，huge，manyandfaircities’  （ⅤⅠ．30／32）  

C．Andthereaboutebe七hgrete垣豊里垂andfbire   

（HV92／20）  

（ⅩⅩⅠⅠ．153／22）  

Andthereaboutaregreatandfhirhills’  

d．Andtheibenfu11egrete些鱒p旦鱒andみire   

tAndtheyareverygreatandfairships’  

1．1．孔 叙述用法の複数形のfairと語尾増   

複数形の述語動詞の補語となる蝕irは（6a，b）の2例のみであるが，いず  

れも複数語尾－eを伴う。  

（6）a．ofthobes七esthat垣fhire，  

‘ofthosebeastes thatarefair’   

b．Andthei睡rightly  

AIldtheyarerightlyfair’  

（ⅩⅩⅠⅠ．151／18）  

（ⅩⅩⅠⅠ．152／10）  

1．1．5．まとめ   

形容詞臨irの語尾－eの有無，および用法と数の区別に関する分析結果を総  

合すると，限定用法と叙述用法のいずれにおいても，主要譜が複数形の場合に  

は払irは例外なく語尾－eを伴う。一方，主要語が単数形の場合，払irは原則  

として無語尾であるが，語尾－eを伴うこともある。ただし，語尾－eを伴う単   
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数形の形式払ireは有標的であり，主要語の後位置では用いられない。一山一方，  

単数の撫標の形式払irは主要語の後位置に生じることができる。  

1．2．God‘good’の語尾一e  

l．2．1．限定用法の単数形のgodと語尾－e   

単数の主要語を修飾する卯dは126回用いられている。驚くべきことに，こ  

のうちの大半の122例（96．83％）では，単数形にもかかわらず，（7a，b）のよ  

うに語尾－eを伴いgodeとなっている。これはきわめて特異な現象であり，  

何か特別な背景がありそうである。この点に関する考察は他の例のデータと付  

き合わせた上で行いたい。もう一つ別の顕著な特徴は，122例のうちの12例に  

おいて，払ireの場合とは異なり，（7c）のように有様の形式が主要語の後位置  

に生じることである。このような現象は払irの場合に設定した仮説と矛盾す  

ることから，以下において考察したい。  

（7）a．thatwaswonttobenagode鹿andaplenty払us，  

‘thatwaswonttobeagoodandplenteouscity’ （ⅩⅤⅠ．108／28）  

b．thatwasagodeCristene些担塑andbaptized，  

‘whowasagoodandbaptizedChristian’  （ⅩⅩⅠV165／21）  

C・Syrieisagretcontreeandagode，  

‘SyriaisagTeatandgoodcountry’  （ⅩⅤⅠⅠⅠ．189／26）   

この間題を解決するための手がかりは，（8a，b，C，d）の無語尾の4例から得  

られそうである。すなわち，この4例は，興味深いことに，いずれもgodと  

いう形式ではなく，母音字が重複したgoodとなっている。したがって，この  

形式が語尾－eを必要としない理由を探せばよいことになる。もっとも，卯Od  

に語尾－eがつく場合が1例（＝馳）あることから，卯Odという形式が語尾－e  

の付加を随意的にする理由を探れば十分である。あるいは，古英語のg6d‘good’  

に対応する語にgodという形式を認めない理由を探ればよい。  

（8）a．andfbrnonotherthing主筆itnotgood．  

‘anditisnotgoodfbranyotherthing’  （ⅩⅠV94／20）  

b．Anditwaswonttoben．．．agre七ha鱒andagood，   

Anditwaswonttobe…agreatandgoodhaven’（mII．120／35）  

C．thatisagret芝垣andgoodandfayr；  

‘thatisagreatandgoodandfairisle’  

d．thatiswithoutenqualiteegood，  

（ⅩⅩⅠ．143／30）   
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‘thatiswithoutgoodquality’  
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（ⅩⅩⅩⅣ230／7）  

e．andtheibenofrightgoode互生些anddelicious  

‘andtheyareofjustgoodanddelicioustaste’  （ⅩⅩⅩ・197／18）   

この間いに関してすぐ思い浮かぶのは「神」を表すgodである。すなわち，  

MTでは神は一般に（9a）の最初の例のように大文字でGodと記されている  

が，（9a）の二番目の例や（9b）のように小文字で卯dと表記されることもあ  

る。そ・れゆえ，神を表すGodまたはgodと表記上の混同を避けるために，著  

者は形容詞godの単数形に語尾－eを付加するか，または，母音字を重ねてgood  

と表記したと考えられる。  

（9）a．AndmenmaywellyknethatbrydvntoGodbecausethatthere  

nysnogodbuton，  

鵠ndmenmaywelllikenthatbirdto Godbecausethereis no  

godbutone，  （ⅤⅠⅠ・34／22－23）  

b．ThereisnogodbutonandMachometehismessagerl  

‘ThereisnogodbutoneandMahomethismessengeTl’  
（ⅩVlO3／34）  

1．2．2．叙述用法の単数形のgodと語尾－e   

次に，叙述用法の単数形は13例あるが，このうちの9例は（10a，b）のよう  

に語尾－eを伴う。一方，残りの4例は無語尾であるが，いずれも（10c，d）の  

ように0が重複したgoodという語形になっている。したがって，叙述用法の  

単数形のgodeまたはgoodも，限定用法の単数形の用法と一致することから，  

著者は「神」を表す‘God，gOd’との混同を避けるために，形容詞の単数形  

はgodeまたはgood（e）としたと断言できる0そうなると・単数形の優勢な形  

式godeはMTの著者にとっては無標の形式であったことになり・主要譜の後  

位置に生じる（7c）のような12例も1．1．1の仮説に合致する。  

（10）a．yifit垣伽nandgode，  

‘ifitbefineandgood’  

b・thatit望撃Per翫eandgode  

‘thatitwasperfectandgood’  

（ⅤⅠⅠ．37／4）  

（m．107／3）  

c．thewhiche垂goodfbrmanyedyuersemedicynes  

‘whichisgoodfbrmanydiversemedicines’   （ⅤⅠⅠⅠ■41／24）  

d．andtheblessedevirgineMarie堕gOOdandholymayden   
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‘andtheblessedvirginMaryisagoodandholymaiden’  
（ⅩV98／28）  

1．2．3．限定用法の複数形のgodと語尾－e   

形容詞の卯dが複数形の主要語を修飾する例は49あるが，すべて（11a，b）  

のように語尾一eを伴う。このうちの3例では，撫標の卯deは（11c）のよう  

に主要譜の後位置に凍ていて，1．1．1の仮説どおりの現象といえる。このよう  

に，前置・後置を問わず，卯dの複数形はすべて語尾－eを伴うが，MTでは  

語形は必ずしも規則的であるとは限らず，他の形容詞の複数形の語尾－eの頻  

度と比べても特異であることから，著者の特別な意図が反映されている可能性  

が高い。なお，複数形の主要語に対応するgodの語形はgodeのみであり，単  

数形の場合に伺いられたgoodeという語形はまったく生じない。仮に，1．2．1  

と1．2．2で指摘したgoodがgodの単なる異形であったとしたら，（11）のよう  

な複数形の場合にはgoodeも生じるはずである。それゆえ，これらの事実か  

ら判断すると，著者にとってgodの複数形は酢deと表記すれば十分であり，  

goodという語形は「神」を表す卯dとの混同を避けるために単数形に限って  

川いられたといえる。  

（11）a．therefbreinthatcontreebenthegode観望撃，  

‘therefbreinthatcountryarethegoodastronomers’（ⅤⅠⅠ，32／10）  

b．InthisArmenyebenfu11emanyegode璧垣堅，  

‘InthisArmeniathereareverymanygoodcities’  

（ⅩⅩⅤⅠⅠⅠ．187／11）  

C．andvponeuerybriggebenstronge迦些andgode，  

‘andoneverybridgeareStrOngandgoodtowers’（ⅩⅩⅠⅠ．150／25）   

1．2．4．叙述用法の複数形のgodと語尾－e   

形容詞の卯dが複数形の述語動詞の補語となる例は5回生じるが，いずれ  

も（12）のように語尾qeが付加されていて，無語尾やgoodeとなる例ほ・…一切  

生じない。これは複数形の限定用法の場合と全く同M・である。  

（12）a．thewerkesofIhesuCrist睡gode  

‘theworksofJesusChristaregood’  

b・FortheSarazines睡godeandfeythfu1le，  

‘FortheSaracensaregoodandfaithfu11’  

（ⅩV98／26）  

（ⅩVlO2／5）   
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C・andthei垣godeandofgretvertue．  

‘andtheyaregoodandofgreatvirtue’  （ⅩⅤⅠⅠ．117／13）  

1．2．5．まとめ   

MTの著者は，「神」を表す名詞にはGodかgodを用い，形容詞のgodには，  

単数形では語尾－eを付加するか，それとも母音字を重複させて卯Odとし，  

複数形では語尾－eを付加してgodeとし，名詞のGo鵬odと形容詞のgodと  

の区別を徹底しようとした。なお，gOOdeという語形は1例のみであるが，こ  

の語形はgodeやgoodと同じく，「神」を表すGod／godと区別するという著者  

の意図を反映したものであり，単なる例外的な形式ではない。  

1．3．Gret■great．の語尾－e   

MTにおける餅etの場合，固有名詞の一仙一部を形成している大文字の51例の  

Gret，すなわち，GreteArmenye－Armenye the Grete‘Great Armenia，，  

GreteSee‘GreatSea’，Gret Cane－Grete Chan‘GreatⅢlan’，Grete Seel  

‘Great Seal，などについては，特定の単数形の固有名詞を限定する場合に限ら  

れ，一般性に欠けることから，今回の分析対象からは外すことにする。   

1．3．1．限定用法の単数形の即etと語尾－e   

小文字の許etが単数形の主要語を修飾する例はきわめて多く，356回生じる。  

このうち，（13a，b，C）のような無語尾の場合は32アイ札 全体の91．85％を占め  

る。一方，語尾－eを伴う（13d，e）のような場合は29例あり，8．15％を占める。  

主要語の復位置に生じる（13c）のような例は18回生じるが，興味深いことに，  

すべて無語尾の訂etに限られることから，これらの例についても「無標の形  

式は有標の位置を占めることができる」という1．1．1の仮説は有効である。  

（13）a．Andthereisagret辿thatmenclepenOlympus  

AndthereisagreathillthatmencallOlympus’  （ⅠⅠⅠ．12／9）  

b・Thekyngofthisyleisafu1gret担垣andamighty，  

‘Thekingofthisisleisaverygreatandmightylord’  

（ⅩⅩⅠⅠ．147／15）  

C・inthatchapelleisthe車型gretandlarge  

‘inthatchapelisthegreatandlargestone’  （XI．66／28）  

d・Whanthegrete担些OfBabelwasbegonnentobenmade，   
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‘whenthegreattowerofBabelwasbeguntobemade’  
（ⅤⅠ．28／12）  

e．Andhitisagrete豊里堅里beryngeschippes，   

Anditisagreatriverbearingships’  （ⅩⅠV92／26）  

1．3．2．限定用法の複数形のgretと語尾－e   

Gretが複数形の主要語を修飾する例は144回生じるが，このうち，（14a）の  

ように語尾－eを伴うのは136例（94．44％）に達する。－一一方，語尾－eが付加さ  

れない（14b）のような場合は8例（5．63％）にすぎない。主要語の復位置に  

生じる（14c）のような許eteは24例であるが，（14d）の1例を除いて，すべ  

て複数語尾を伴っている。この1例の場合，許etは主要語の直後ではなく，  

かなり後位置にあり，しかも，andで結ばれた一般的な等位表現の二番目の形  

容詞ではなく，補足的表硯であり，さらには，（14d）に引用したPollard（1900：  

192）の現代英語訳からも明らかなとおり，主要語からはかなり離れていて，「複  

数性」の牽引（at七raction）が弱くなっている可能性がある。  

（14）a．menfindenmanypreciousstonesandgrete‡些裏壁・  

‘menfindmanypreciousstonesandgreatpearls’（ⅩⅩⅠ．145／8）  

b．wit，hinnemanymanSiounsandmanygretduellynge由嬰蔓草  

‘withinmanymanSionsandmanygreatdwe11ingplaces’  

（ⅤⅠ．28／21）  

c．Andal1eaboutethathilleben如重野greteanddepe・  

Anda11aboutthathillaregreatanddeepdi七ches’  

（ⅩⅩⅠⅠⅠ．155／5）  

d．Andthere ben鰹型alle rede thre sithes moregretthan oure  

here，  

Andthere aregeese，allred，threetimesmoregreatthanours  

here，  （ⅩⅩⅩⅠ．210／10）  

1．3．3．叙述用法の単数形のgretと語尾－e   

次に，許etが単数形の動詞の補語となる例は25回生じる。いずれも，（15）  

のように語尾－eを伴うことはなく，単数形は解語尾という原則がきわめて忠  

実に守られている。  

（15）a．thipower皇室gretVPOnthisubgettes．   
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‘thypowerisgreatuponthysubjects’  

b．fbrtheheteistheresogret   

‘fbrtheheatthereissogreat’  

C．Ofthewhichetheleste皇軍alsgretasii．men・   

‘ofwhichthesmal1estisasgreatastwomen’   
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（ⅠⅠⅠ．13／21）  

（ⅩⅤⅠⅠⅠ．123／10）  

（ⅩⅠⅩ．128／2）  

1．3．4．叙述用法の複数形のgretと語尾－e   

一方，訂etが複数形の動詞の補語として伺いられる例は9回生じるが，（16）  

のように，すべて複数形の語尾－eを伴い，無語尾の例は生じない。この場合  

も語尾－eの付加に関する原則は忠実に守られている。  

（16）a．andthemen垣型gretethatduellenamongeshem・  

‘andthemenwhodwellamongthemaregreat’（ⅩHI．152／25）  

b．blakehedes，thatbenalsgreteasamannesthigh  

‘blackheads，Whichareasgreatasaman’sthigh’（ⅤⅤⅠ・142／22）  

c．andthetot，herenebennotsogrete．  

‘andthetotherarenotsogreat’  （ⅤⅠⅠ．37／24）  

1．3．5．まとめ   

MTにおけるgretの限定用法の場合，単数形に語尾－eが付加されgreteと  

なる有標の例の頻度（8．15％）と，複数形のgreteの語尾－eが脱落してgret  

となる有標の例の頻度（5．56％）は，いずれもかなり低い。このことから，MT  

の限定用法の場合，数の区別は，完全には守られてはいないが，依然として語  

尾－eの有事削こ大きく依存していることが分かる。γ肌一方，叙述用法の場合，許et  

の数の区別は語尾－eの有無によって完全に表されている。単数・複数いずれ  

の例においても，無標の形式のみ動詞の後位置に生じる。  

2月 中英語における不定代名詞の語尾の消失過程   

2．1．Manyの語尾－e  

2．1．1．Manyの語垂範疇と用法   

今回，分析対象として不定代名詞のmanyを選んだ理由は二つある。一つ  

は，一一般の形容詞と異なり，限定用法の他に代名詞用法もあることから，用法  

の遠いと複数語尾－eの脱落の関係が探れるからである。もう・一つは，many   
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自体が「複数」を含意するという特徴を備えていることから，語尾－eの脱落  

過程に関して，純然たる形容詞との比較ができるからである。   

2．1．2．限定用法のmanyと単数形の主要語との関係   

中英語のmanyが単数の主要譜を修飾する場合，「配分用法」（distributive  

use）と呼ばれる古英語以来の‘many＋単数名詞（甘F，Sg）lという形式の  

外に，▲manya＋Sg’という形式がある。前者の形式は次第にすたれ，中英  

語ではまれとなっていて，争乱MTで生じるのは（17a－d）の4例のみであ  

る。いずれも，manyが語尾－eを伴うことはない。  

（17）a．Andmen秒ndenmany如墾hardedyamandes  

Andmenfindmanyatimeharddiamonds’  
b，andmanyother些Ofdyuersefoules  

‘andmanyothermannerofdiversefbwIs’  

c．andmaTUOther些些型墜Ofinstruments  

‘andmanyothermannerofinstruments’  

（ⅩⅤⅠⅠ．115／29）  

（ⅩⅩⅠⅠⅠ．157／10）  

（ⅩⅩV169／10）  

d．andmany旦塾堅Ofdyuerseschappayenstkynde・  

‘andmanyOtherofdiverseshapeagainstkind．’（ⅩⅩⅠV161／1）   

一方，13世紀に不定冠詞かanが成立し，その後に山塊した（18）のような  

新しい配分ノ相法‘manya＋Sg’は次第に好まれ，中英譜後期には隆盛を極め  

る（藤原 2004：16－19）。しかし，この新しい形式はMTではきわめて少なく，7  

例にすぎない。もっとも，このように配分用法のすべてのmanyが語尾－eを  

伴わないことは注目に催する。なぜなら，すでに明らかにしたとおり，他の形  

容詞では単数形に語尾－eが全く付加されないことはありえないからである。  

もっとも，manyはfhir，gOd，gretとは輿なり，2音節語であることから，  

このことが単数形に譜J竜一eが付加されない原因となっている可能性がある。  

しかし，後述のように，複数形には－▲】・■】・般に語尾－eが付加されることから，音  

節の数がこの場合の唯一叩・の原因とはいえない。なお，新しい配分用法がMT  

ではあまを）好まれない理由については，本稿での検討対象外であるので，別の  

機会に考察したい。  

（18）a．howitbefb11efu11emanya鹿，  

‘howitbefbllfu11manyatime’  

b．amongsomanyadyuersefblk  

‘amongsomanyadiversefblk’   

（ⅤⅠⅠⅠ．掲4／30）  

（ⅩⅩⅩⅠV228／31）   
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C．inman／yafu11egodehonourable90m  

‘inmanyafu11goodhonourablecompany’  （ⅩⅩⅩⅠV229／19）  
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2．2．1．複数形の主要語を修飾するmanyと語尾－eとの関係   

税代英語の場合，manyの「集合瀾法」は ▲many十名詞の複数形（以下，  

plと略す）’という形式によって表される。中英譜においても，この用法のmany  

は他の形容詞と同じく限定的であり，主要語が複数形であることから， many  

は複数形の語尾－eを伴い，manyeとなることが予想される。しかしながら，  

MTでは，該当する300例の大半の231例（77％）において，manyは（19a，b）  

のように解語尾であり，（19c，d）のように語尾－eを伴うmanyeは69例（23％）  

にすぎない。複数形の主要語を修飾する形容詞の場合，語尾－eを伴う例は最  

低でも94％を上回っていたことから，manyの場合，fhirやgretとは異なり，  

語尾－eが付加される確率が激減するのはなぜであろうか。，  

＝9）a．anditisknowenofmany墜堅逆些製革．  

‘anditisknownbymanynations．’  

b．Andmanyotherelondesheholdethinhishond．  

Andheholdsmanyotherlandsinhishands：  

（ⅤⅠⅠ‡．39／17）  

（ⅤⅠ．25／6）  

C・inthewhichebenTnanye垣塑陛brennynge，  

‘inwhichtherearemanylampsburning，’  （ⅤⅠⅠⅠ．43／11）  

d．andtherebenmanyereligious些些里  

‘andtherearemanyreligiousmen’  （ⅩⅤⅠⅠⅠ．123／15）  

2．2．2．語尾を伴うmanyeと複数形の主賓語との依存関係   

不定代名詞manyの複数形manyeの限定相法が形容詞の複数形と大きく輿  

なる点は，（20a）のように主要語の直前の位置を占める例よりも，（20b，C）  

のようにmanyeと主要語の問に他の語が1～2介在する例の方が多く，全体  

の66．37％を占めていることである。この度接の原匝＝ま，主賓語を修飾する形  

容詞と不定代名詞が占める位置の違い，すなわち，形容詞は常に不定代名詞よ  

り主要譜に近い位置を占めるという事実にある（Fisher1992：210＿217）。  

（20）a．Tnanye9hirch甲‘many churches，（Ⅸ．53／3，XlI．76／12），ma7We  

きP叩‘many journeys’（mI・185／27），manye WOn中華  

‘manywonders’（ⅩⅠ．63／6）  

b．manye dyuerse briddes‘many diverse birds’（ⅩⅩⅩⅠ．210／12），   
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manye other bestes‘many other beasts’（ⅩⅩⅩⅠ・210／3），manye  

gretep旦！坦撃‘manygreatperils’（ⅩⅠ・72／4）  

c．manyeotherCristenecontrees‘manyotherChristiancountries’  

（ⅩVlOl／28），maTWe g・Ode Cristene men‘many good Christian  

men’（XXVIII．188／12），manyefu11e strange由些壁‘many very  

StrangePlaces’（XXXIV229／17）   

2．乙3．無語尾のmanyと複数形の主要語との依存関係   

次に，複数形の主要語を修飾する無語尾のmanyの特徴を明らかにしたい。  

このタイプのmanyの場合，manyが主要語の直前の位置に生じる（21a）の  

ような例は133回（57．57％）生じるのに対して，間に他の限定詞が1～2譜介  

在する例は98回（42．43％）となり，複数語尾－eを伴うmanyeの場合の66・37％  

よりもかなり頻度が低くなっている。したがって，複数形の主要譜の直前の位  

置から遠ざかると，manyに語尾－eを付加して「複数」を明記する必要性は  

無語尾の場合よりもはるかに高まるといえる。  

（21）a．mafW坤‘many clusters’（ⅩⅩⅠⅠⅠ・157／28），many鹿  

‘manylions’（ⅩⅤⅠⅠⅠ．123／9），TnaTW tempeStS‘many tempeStS’  

（ⅩⅠV94／10）  

b．TnaTW fhire趣‘many払ir ci七ies’（XlX・127／3），TnaTW Other  

感撃‘many othergods’（ⅩH・139／1），maTU Wylde陛‘many  

Wildg・eeSe’（ⅩⅩⅠⅠⅠ．155／8）  

c．maTUfu11enoble壁麺‘manyVerynOble cities’（ⅩⅩⅩ・195／2），  

many gode holy墜些里（Ⅹ．57／35），1nany gret duellynge由堅型  

‘manygreatdwellingplaces’（ⅤⅠ．28／21）  

2．2．4．慣用句におけるmanyと語尾－e   

MTにおけるmanyを用いた表現のうち，配分用法のmanytyme～many  

atyme‘manyatime，は（22a）に示した4例にすぎないが，（22b）に示した  

集合用法のmanytymes’manytimes，は17回も用いられていて，しかも，主  

要語が複数形であるにもかかわらず，manyが複数の語尾－eを伴うmanye  

tymesという例は全く用いられていない。この事実は，manytymeSが慣用化  

していることの証拠になりうる。すなわち，manyetymeSという旬の使用頻  

度が増すにつれて，この旬を構成する二つの語の結びつきが強まると，manye   
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が語尾－eによって「複数」を明示する必要性が弱まり，「複数」の情報を主賓  

語に依存するという意味での依存関係（dependence）が強まりつつあったと  

考えられる。それゆえ，manyの形容詞用法の複数語尾－eの脱落は，このよ  

うな慣用的表現における依存関係の変化から促進されたと推測される＝  

（22）a．many趣些‘manyatime’（ⅩⅤⅠⅠ．115／29），Tnanyaty鱒e‘manya  

time’（ⅤⅠⅠ．36／30，ⅤⅠⅠⅠ．44ノ30，ⅩⅩⅠⅠⅠ．159／8）  

b．mα7叩奴型撃‘manytimes’（Ⅰ・6／23，ⅠⅠ・9／20，ⅠV16／12，ⅤⅠⅠⅠ・42／  

35，ⅩⅠ．62／9，HI．73／22，ⅩⅤ‡ⅠⅠ．125／25，ⅩⅩ．135／6，ⅩⅩⅠ．139／17，  

ⅩⅩV140／32，ⅩⅩⅠV160／19，ⅩⅩⅤⅠⅠ．185／10，ⅩⅩⅩⅠ．205／23，ⅩⅩⅩⅠ．  

206／8，ⅩⅩⅩⅠ．206／9，ⅩⅩⅩユⅠ．212／6，ⅩⅩⅩⅠⅠⅠ．221／34）  

2．2．5．代名詞用法のmanyと語尾－e   

Manyが複数形の代名詞として用いられる例は27回生じるく。このうち，many  

が無語尾となる（23a，b）のような場合はわずか6例であるが，語尾－eを伴  

う（23c，d）のような場合は21例ある。絶対数は少ないものの，manyが単独  

で「複数」を表す場合には，「形容詞＋主要語」とい う場合のような「数」に  

ついての依存関係が存在しないことから，語尾－eが付加される頻度が高くな  

るといえる。もっとも，それにもかかわらず，manyが複数語尾－eを伴う例  

の頻度が20％以上であるということは，many自体が「複数」を含意するとい  

う特殊性によるものと思われる。  

（23）a．Fortherearemanyofhembrokenandfhllen  

‘For；manyOfthemarebrokenandfallenthere’   （ⅠⅠ．9／26）  

b．wheretherebenmaTUOfdyuersefblk，  

‘wheremanyofdiversefblkarethere’  （ⅩⅩⅠ．138／10）  

C．InthatcontreedwellenmaTWeOftheIewes  

‘InthatcountrymanyoftheJewsdwell’  （ⅩⅠⅠ．79／20）  

d．andoflemmannesalsmanyeashemaysusteyne．  

‘andasmanyofloversashemaysustain’  （ⅩV99／12）  

2．2．6．まとめ   

MTの限定用法のmanyは，山一般の形容詞の限定用法とは正反対に，複数形  

に語尾－eが付加されない例の方が圧倒的に多く，全体の77％を占める。とこ  

ろが，代名詞用法ではこの比率は逆転し，語尾一eを伴う例は全体の77．78％を   
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【1二fめる。この事実に対しては，manyは他の形容詞とは異なり，それ自体が「複  

数」を含意することから，とりわけ限定相法の場合には，複数語尾－eをこと  

さら明示する必要性が薄れ，・一山般の形容詞の場合よりも早く語尾－eの脱落が  

始まったという説明は説得力がある。一方，代名詞用法の場合，複数性の形式  

l二の提示はmany以外にはなしえないことから，manyが語尾を伴う確率が高  

くなるものと思われる。Manytymesのような慣用表現では，二つの語の結束  

性が強いことから，主賓語のtymesに対する「複数」の情報の依存度が高く  

なり，語尾の脱落はいっそう促進されたと考えられる。なお，MTではmany  

が叙述的に用いられる例や主要語の後位置に生じる例は皆撫に近いことから，  

分析対象とはならなかったことを付け加えておく。  

3。全体のまとめ  

本稿では，MTにおける形容詞fhir，gOd，gretと不定代名詞manyに対す  

る語尾－eの付加および脱落がどのような原則に基づいているかについて分析  

した。（24）はその結果をまとめたものである。MTにおける語尾－eの付加は，  

・見かなり悪意的なように思われるが，著者はかなり明確な原則に従っている  

ことが分かる。すなわち，形容詞払ir，gOd，訂etの複数形は，限定的・叙述  

的の区別を問わず，全体として100％近い高い確率で語尾－eが伴う。したがっ  

て，この文献では，主賓譜のみならず，それを限定する形容詞についても「複  

数」を明示する必要性は依然として強く感じられていたことになる。一方，単  

数形の形容詞の場合，語尾－eの付加の動機は語によって大きく輿なり，gOd  

‘卯Od’は100％近い確率で－eを伴う。この特異な現象は，著者がgodに語尾  

－eを付加することによって，あるいは，語幹の母音0を重複させることによ  

って，「神」を表すGodまたはgodと区別しようとした結果であると考えられ  

る。－ト・・一方，蝕irの単数形の3分の1以上が語尾－eを伴うのに対して，許etの  

単数形のほどんど（全体の約95％）が無語尾となる点については，個別の原因  

が想定されるが，詳細は今後の検討課題である。【一方，不定代名詞のmany  

が複数形の主要語を限定する場合，無語尾の例は77％を占める。一般の形容詞  

と大きく異なるこの際立った特徴は，manyが「複数」を含意することから，  

形式上の「複数」の必要性が減少し，語尾が早く脱落し始めた結果の反映であ  

るといえる。Manytymesのように慣用性が高まり，二つの語の結束性が強ま  

った表現の場合には，manyeの複数語尾－eの脱落は急速に進んだと思われる0   
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その反面，manyと主要譜との間に語が介在し，隠者の距離が大きくなると，  

manyに語尾－eが付加される例が多くなっていることから，両者の間の「複  

数性」の依存関係はそれほど弱まらず，主要語はもとより，manyにも「複数」  

を明示する必要性が維持されていると考えられる。  

（24）  

単  数  複  数  
備  考  

勲語尾   語尾一e   無語尾  語尾－e  

払ir  限定月は  56（62．99％）  33（37．01％）  0（0．00％）  36（100，00％）  

叙述卿去  6（100．00％）  0（0．00％）  0（0．00％）  2（100．00％）   

god  限定用法  4（3．17％）  122（96．83％）  0（0．00％．）  49（100．00％）  

叙述聯去  4（30．77％）  9（69．23％）  0（0．00％）  5（100．00％）   

gret  限定用法  327（91．85％）  29（、臥15％）  8（5．63％）136（94．掴％）  

叙述用法  25（100．00％：）  0（0．00％）  0（0．00％）  9（100．00％）   

many  限定用法  11（100．00％）  0（0．00％）  231（77．00％）  69（23．00％）  many＋Sg刷  

manya十Sg（7）   代名詞用法      6（22．22％）  21（77．78％）  

形容詞の場合，（25）に示したとおり，主要語の後位置に生じるのは単数・  

複数の区別なく，鰊標の形式に限られる。ただし，この場合，卯dの単数形は  

語尾－eが付加された卯deという形式が無標であるとみなす必要がある。  

（25）  

語尾の有無   倒置の有無   備   考   

単数  15／56  

－e（有標）  
fair  

複数   6／36  

ヰ（有様）  

単 数  ー¢（有標）  MTの著者に特有  

－e（無様）   12／120   MTの著者に特有  
god  

複 数  ーe（無標）   3／49  

ー¢（有標）  

単 数  ー¢（無様）   18／327  

－e（有標）  

gret                    複 数  －e（無標）   24／136  

ー¢（有標）   純然たる倒置ではない  
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